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相
良
村
と
い
え
ば
？ 

そ
う
、

お
茶
で
す
！ 

相
良
村
は
県
下
最

大
の
お
茶
の
産
地
で
、
お
茶
は
村

の
木
に
も
指
定
さ
れ
、
昔
か
ら
村

民
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　
近
年
、
若
者
を
中
心
に
急
須
で

お
茶
を
飲
む
習
慣
が
な
く
な
り
つ

つ
あ
り
、
お
茶
の
一
人
当
た
り
購

入
量
は
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
お

茶
の
単
価
が
下
落
し
て
き
て
お

り
、
相
良
村
の
お
茶
農
家
も
苦
戦

し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
そ
ん
な
中
、
相
良
村
で
質
の
良

い
お
い
し
い
お
茶
を
作
ろ
う
と
お

茶
農
家
の
皆
さ
ん
が
努
力
さ
れ
て

い
ま
す
。
相
良
茶
を
守
り
、
さ
ら

に
全
国
へ
広
め
る
た
め
の
取
り
組

み
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

私
が
就
農
し
た
20
年
前
く
ら
い

か
ら
お
茶
は
右
肩
下
が
り
で
、
相

良
と
い
う
名
前
も
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
の
で
、
厳
し
さ
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　

県
茶
業
青
年
会
で
は
、
11
月
23

日
の
「
全
国
一
斉
お
茶
い
っ
ぱ
い

の
日
」
に
熊
本
市
で
イ
ベ
ン
ト

し
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
に
は
若

い
人
も
立
ち
寄
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
く
ま
茶
業
部
会
青
年
部
相

良
支
部
で
は
、
小
学
校
で
お
茶
教

室
を
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
も

お
い
し
い
と
お
茶
を
飲
ん
で
く
れ

て
う
れ
し
か
っ
た
し
、
自
分
た
ち

も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
主
流
な
の

で
、
急
須
で
お
い
し
い
お
茶
を
飲

ん
で
ほ
し
い
で
す
。
地
元
の
人
に

飲
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
働
き
か
け

を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

さ
ら
な
る
飛
躍
へ
！

お
茶
ど
こ
ろ 

相
良
村
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宮原 章知 さん（朝迫）
熊本県茶業青年会副会長

若
い
世
代
に
も

お
い
し
い
お
茶
を

飲
ん
で
も
ら
い
た
い

　今年２月にＪＡくま茶業部会
青年部相良支部が相良南小学校
でお茶教室を開きました。
　児童たちは、お茶の葉の香り
をかいだり、急須でお茶を入れ
て味わったりと、相良茶の良さ
を再発見しました。
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福岡 利幸 さん（朝迫）
蒸製玉緑茶の部　１等

川上 誠一 さん（中央）
煎茶の部　１等

　

１
等
を
取
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
銘
茶
研
究
会
を
は
じ
め
、
関

係
機
関
の
皆
さ
ん
の
協
力
と
日
頃

の
肥
培
管
理
の
賜
物
だ
と
思
い
ま

す
。
既
製
品
で
は
な
く
、
自
分
で

配
合
を
考
え
て
注
文
し
た
肥
料
を

使
っ
て
い
ま
す
。
木
酢
や
焼
酎
な

ど
を
使
う
こ
と
で
、
農
薬
も
基
準

値
の
半
分
く
ら
い
に
抑
え
て
い
ま

す
。
ほ
か
に
も
寒か

ん

冷れ
い

紗し
ゃ

を
か
け
る

な
ど
手
間
を
か
け
て
畑
を
か
わ
い

が
っ
た
こ
と
が
入
賞
に
つ
な
が
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

相
良
村
が
産
地
賞
を
何
度
も
受

賞
し
て
い
る
の
も
、
村
内
の
生
産

者
の
皆
さ
ん
が
努
力
し
て
い
る
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
、
相
良
村
の
産
地
賞
獲
得

に
貢
献
で
き
て
大
変
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。

　

今
以
上
に
お
茶
を
飲
ん
で
も
ら

う
た
め
に
、
日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
と
し
て
、
も
っ
と
お
茶
を

飲
む
習
慣
を
つ
け
て
も
ら
う
よ

う
、
県
内
を
中
心
に
お
茶
の
普
及

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

楽
し
み
な
が
ら
農
業
を
し
た
い

と
考
え
て
い
て
、『
べ
に
ふ
う
き
』と

い
う
紅
茶
品
種
を
作
っ
た
り
、
昔
、

最
高
級
茶
の
生
産
で
行
わ
れ
て
い

た
、
わ
ら
か
け
を
し
た
り
、
花
の
よ

う
な
香
り
が
す
る
お
茶
づ
く
り
に

挑
戦
し
た
り
、
お
菓
子
屋
さ
ん
用

に
お
茶
を
作
っ
た
り
な
ど
取
り
組

み
を
し
て
き
ま
し
た
。
相
良
の
お
い

し
い
お
茶
を
飲
ん
で
い
た
だ
く
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

本
村
で
は
、
昨
年
か
ら
、
村
内

の
魅
力
あ
る
地
域
資
源
を
新
た
な

視
点
・
切
り
口
で
活
用
し
、
全
国

に
発
信
す
る
た
め
、
全
国
で
唯
一

の
「
相
性
が
良
く
な
る
村
」
を
新

た
な
コ
ン
セ
プ
ト
に
掲
げ
た
村
お

こ
し
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
村

内
の
神
社
や
橋
な
ど
を
「
相
性
ス

ポ
ッ
ト
」
と
し
て
選
定
し
、
様
々

な
情
報
発
信
や
婚
活
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
次
々
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
村
の
特
産
品
で
あ

る
「
相
良
茶
」
に
着
目
し
、
全
国

的
ブ
ラ
ン
ド
化
と
消
費
拡
大
等
を

目
的
と
し
て
、
村
の
Ｐ
Ｒ
コ
ン
セ

プ
ト
を
活
か
し
た
「
相
性
が
良
く

な
る
村
の
お
茶
＝
花
香
る
相
良

茶
」
を
考
案
。
全
国
の
ブ
ラ
イ
ダ

ル
企
業
と
連
携
し
、
こ
れ
か
ら
結

婚
を
控
え
る
カ
ッ
プ
ル
に
対
し
て

お
茶
の
提
供
を
始
め
ま
し
た
。

　
苦
境
の
中
で
も
、
地
道
に
お
い

し
い
お
茶
を
作
り
続
け
る
お
茶
農

家
の
み
な
さ
ん
が
い
ま
す
。「
相

良
村
が
本
格
的
に
お
茶
に
取
り
組

み
始
め
た
の
は
、
こ
こ
30
年
く
ら

い
で
、
古
い
歴
史
を
持
つ
宇
治
や

八
女
に
は
、
ま
だ
ま
だ
か
な
い
ま

せ
ん
。」
と
川
上
さ
ん
は
言
い
ま

す
。
お
い
し
い
相
良
村
の
お
茶
を

も
っ
と
多
く
の
人
に
味
わ
っ
て
ほ

し
い
―
。
地
元
の
人
は
も
ち
ろ

ん
、
全
国
へ
。「
相
良
茶
」
の
挑

戦
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。

畑
を

か
わ
い
が
る
こ
と
が

高
品
質
の
秘
訣

お
も
し
ろ
い
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
き
た
い
！

「
相
性
が

　
　

良
く
な
る
お
茶
」

と
し
て
全
国
へ
発
信

カ
ッ
プ
ル
に
配
布
し
て
い
る

相
性
が
良
く
な
る
お
茶

　くまもと茶ブランド確立推進協議会主催の熊本
県茶品評会では、毎年、多くの村内のお茶農家が
入賞し、相良村が産地賞を数多く受賞、相良茶の
確かな品質が認められています。
　相良村銘茶研究会では、品評会活動を通して、
技術向上と相良茶の知名度アップを図っていま
す。今年は蒸製玉緑茶の部と煎茶の部でダブル受
賞を果たし、相良村が産地賞を受賞しました。

相良茶の質の高さを実証

県茶品評会
ダブル受賞 !
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盛り上がったステージ笑顔と足湯で被災者を癒す

　郡市１０市町村の社会福祉協議会が主催した災
害ボランティアセンターの設置訓練が相良村ふれ
あいセンターで行われました。
　災害発生時にボランティアを受け付け、業務を
分担し、物資運搬や救護などの救援活動に入るま
での一連の流れを実践しました。
　被災者を癒す足湯の体験も行い、相良中学校の
ボランティア委員７人も参加しました。中学生は、
手をマッサージし、声をかけることで被災者の不
安をなくすよう足湯活動に取り組みました。

　第１３回井沢夏祭りが井沢集会場で開かれまし
た。地区住民や帰省客などが焼き鳥やかき氷など
出店の品々を片手にステージを楽しみ、会場は多
くの人でにぎわいました。
　地域の活性化を図ろうと、毎年８月１３日に開
催され、今年で１３回目を迎えるこの祭りは、地
区住民のお盆の楽しみとなっています。
　ステージ発表やラムネの早飲み大会、カラオケ
大会などの催しが行われ、会場は暗くなるまで大
いに盛り上がりました。

皆さんの献血へのご協力に感謝

　７月に愛知県で開催された第５０回献血運動推
進全国大会において、相良村献血推進協議会が厚
生労働大臣表彰を受け、８月１１日に表彰状の伝
達式が行われました。
　これは、血液事業の推進に積極的に協力し、血
液事業の発展に寄与した団体に贈られるもので、
全国９５団体、県内では２団体が受賞しました。
熊本県健康福祉部薬務衛生課審議員兼課長補佐
水野浩一氏から德田村長に、表彰状と記念品が手
渡されました。

今年もにぎわう
第13回井沢夏祭り13

8万一に備えて
災害ボランティアセンター設置訓練

8
30

厚生労働大臣表彰受賞
献血運動推進全国大会

スマート IC 事業着手へ
人吉球磨スマート IC連結許可

国土交通省八代河川国道事務所森山博文副所長（右）から
人吉市田中幸輔建設部長（左）へ連結許可書の伝達

　国土交通省は８月８日、「人吉球磨スマートイ
ンターチェンジ」（仮称）を含む全国１８ケ所のス
マートインターチェンジの連結を許可しました。
　スマートインターチェンジは ETC（自動料金収受
システム）専用で、国道２１９号線と九州自動車
道を連結するため人吉市浪床町に設置を計画。平
成２１年３月に人吉球磨１０市町村で整備促進協
議会を設立し、国や県に設置を要望してきました。
許可を受け、今年度から事業に着手し平成 31 年
度の開通を目指します。

8
8

8
11
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9
9

最高齢者賞受賞
郡老連ゲートボール大会

練習の成果を発揮
第50回球青協文化祭

入賞した中村真央さん（左）、山下由華さん（右）

　第５０回球青協文化祭及び第５６回熊本県総合
青年祭が須恵文化ホールで開かれ、相良村青年団
が意見発表、舞踊、合唱、ダンス、のど自慢に出
場しました。結果は総合５位でしたが、日ごろの
練習の成果を発揮し、堂々のステージを披露しま
した。
　展示の部では、中村真央さん（松葉）が写真の部
に出品した「祭にて」と山下由華さん（松馬場）が
食生活の部に出品した「SAGARA ☆くっきー」が
見事、優勝作品に選ばれました。

　平成２６年度球磨郡老人クラブ連合会ゲート
ボール大会が、錦町民グラウンドで開催されまし
た。生きがいづくりと健康づくりを目的に開催さ
れ、郡内９町村から２０チームが出場し、相良村
老人クラブ連合会からは、２チーム、１１人が参
加しました。
　山田トナミさん（井沢）が８８歳で、女性の部の
最高齢者賞を受賞し、相良Ａチームが入賞コート
を除くコート１位チームに贈られるコート賞を受
賞しました。

表彰を受ける山田トナミさん

　初めての試みとなる新村夏祭りが柳瀬構造改善
センターで開かれました。
　竹灯籠やペットボトルボウリング、宝釣りなど
手作りのアイデア溢れる催しが行われ、多くの人
でにぎわいました。
　「サガラッパ」と「クリクリ」が登場すると、子
どもたちは大喜び。ステージで一緒にダンスを踊
り、祭りを盛り上げました。
　盆踊りでは、子どもからお年寄りまで地区住民
が一つの輪になって踊り、親睦を深めました。

暁保育園の園児とキャラクターのダンス

　日本一のゆるキャラを決定する「ゆるキャラグ
ランプリ２０１４」の投票が開始され、相良村の
キャラクター「サガラッパ」も昨年に引き続き、
エントリーしました。
　「ゆるキャラグランプリオフィシャルサイト」で
メールアドレスを登録すると、どなたでも１日１
票、投票することができます。
　サガラッパは、「日本一を目指して頑張ります。
皆さんの応援をよろしくお願いします。」と意気込
みを語りました。

応援よろしくお願いします！

9
2

サガラッパに投票を！
ゆるキャラＧＰ投票開始 30

8 地域の絆深まる
新村夏祭り初開催

9　6
・7
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５０年の節目をともに迎える

　

９
月
11
日（
木
）、
相
良
村
総
合
体
育
館

第
２
研
修
室
に
て
結
婚
50
周
年
の
金
婚
式

を
祝
う
「
第
56
回
金
婚
夫
婦
表
彰
式
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
毎
年
、
熊
本
日
日
新
聞
社
と
相

良
村
が
共
催
で
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
昭

和
34
年
に
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
の
ご
成
婚

を
記
念
し
て
始
ま
っ
た
も
の
で
す
。
今
年

は
、
昭
和
39
年
に
ご
結
婚
さ
れ
た
20
組
の

ご
夫
婦
に
賞
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　

表
彰
者
を
代
表
し
て
俣
山
重
德
さ
ん
・

タ
ミ
子
さ
ん
ご
夫
妻
が
「
金
婚
式
を
迎
え

ら
れ
た
の
は
、
地
域
の
方
々
や
家
族
の
温

か
い
思
い
や
り
と
支
え
の
お
か
げ
。
後
世

に
過
去
の
出
来
事
を
語
り
継
ぐ
存
在
と
し

て
二
人
仲
良
く
頑
張
り
た
い
。」
と
謝
辞

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ご
結
婚
さ
れ
た
昭
和
39
年
は
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
日
本
の
戦
後
復

興
の
象
徴
的
な
年
で
あ
り
、
相
良
村
で
は

前
年
の
大
洪
水
に
続
き
、
台
風
14
号
の
被

害
に
見
舞
わ
れ
た
苦
難
の
年
で
も
あ
り
ま

し
た
。
50
年
間
、
苦
楽
を
共
に
さ
れ
た
お

二
人
、
こ
れ
か
ら
も
末
永
く
お
幸
せ
に
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

金
婚
夫
婦
20
組
の
み
な
さ
ま

（
敬
称
略
）

岩　

﨑　

敬　

治
・
光　

子
（
下
四
浦
）

前　

田　

信　

義
・
シ
ヅ
子
（
初　

神
）

犬　

童　

峯　

男
・
礼　

子
（
松
馬
場
）

樋　

口　
　
　

溜
・
八
千
子
（
永　

江
）

山　

田　

壽　

一
・
瀧　

子
（
永　

江
）

坂　

本　

一　

男
・
ツ
ル
子
（
永　

江
）

森　

口　

美
喜
夫
・
良　

子
（
永　

江
）

橋　

本　

政　

光
・
和　

子
（
松　

葉
）

俣　

山　

重　

德
・
タ
ミ
子
（
松　

葉
）

有　

瀨　

五　

朗
・
裕　

子
（
松　

葉
）

豊　

原　

孝　

治
・
美
千
代
（
松　

葉
）

西　

橋　
　
　

毅
・
惠
美
子
（
松　

葉
）

村　

山　
　
　

貢
・
ヨ
ウ
子
（
松　

葉
）

白　

石　
　
　

幸
・
接　

子
（
中　

央
）

久
保
田　

茂　

儀
・
タ
ツ
子
（
永　

谷
）

岩　

本　

正　

輝
・
テ
ル
ミ
（
十　

島
）

桑　

原　

和　

義
・
セ
イ
子
（
井　

沢
）

宮　

原　

正　

勝
・
ミ
ヨ
コ
（
井　

沢
）

下　

瀬　

重　

弌
・
美
智
代
（
並
木
野
）

左　

座　

實　

男
・
時　

代
（
並
木
野
）

金婚を祝して乾杯！

賞状と記念品の贈呈

謝辞を述べる俣山さんご夫婦

第５６回

金 婚 夫 婦
表彰式
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身近なところからごみを減らそう
１．相良村のごみと資源物のゆくえ

２．ごみを減らす３つのＲ

３．生ごみは水切りで減量！

４．リサイクルアイデア
ティッシュペーパーの

空き箱を整理箱に
ティッシュペーパーの空き箱は、
上の部分を切り取って靴下、下着、
ハンカチなどの小物の整理に使え
ます。

残った果物は瓶漬けに
残った果物はホワイトリカー、日
本酒、ウイスキー、ハチミツなど
小瓶に入れて漬けておくとちょっ
としたデザートや料理に重宝しま
す。

かゆみ止めにミカン風呂
ミカンの皮を１日乾燥させたもの
を、お茶パックに入れて湯船に入
れてみましょう。
あせもなどのかゆみ止め
に効果があります。

バスタオルやシーツを
バスマットに変身

古いバスタオルやシーツなどは、
適当な大きさにたたんで縫い合わ
せ、バスマットとして再利用でき
ます。

お茶がらやコーヒーかすを
脱臭剤に

お茶がらやコーヒー豆の
かすを広げて乾燥させる
と、脱臭剤として使用で
きます。

ストッキングを三角コーナーに
使えなくなったストッキングは、
キッチン用の水切りごみ袋として
使えます。適当な大きさに切って
三角コーナーにかければ、水切り
もよくて便利です。

　生ごみの水分は、なんと７０％！ この水分をカットすることが、生ごみ減量のポイントです。

❶ 野菜は洗う前に皮をむこう
　野菜を水で洗うと皮が水分を含んでしまいます。洗う前に皮をむいて、乾いた状態のまま生ごみとしてすてましょう。

❷ 水切りネットを活用しよう
　生ごみを水切りネットに入れて、捨てる前に手でギュッと絞って手軽に水切りしましょう。

❸ 天日干しで水分をとばそう
　３日間ほど天気の良い日に天日干しすると、水分が減量できます。

❹ 生ごみ減量処理機を使ってみよう ～補助制度もあります～
　生ごみ処理機に入れて乾燥させたら、カラカラに乾燥されて 1 日で重量も半分に減量されます。

【問合せ】保健福祉課保健係　☎３５－１０３２

・必要のないものは買わない。
・無駄遣いや食べ残しをしない。
・買い物をする時は、マイバック

を持参する。

Ｒ
リ デ ュ ー ス

ＥＤＵＣＥ
ごみになるものを減らし、大切
に長い間使うこと

・ごみ捨てはルールを守って分別する。
・資源のリサイクルに協力する。
・リサイクル商品を選ぶように心が

ける。

Ｒ
リ サ イ ク ル

ＥＣＹＣＬＥ
資源ごみをもう一度使える資源
にして使うこと

・使える物は修理して使い、すぐ
に捨てない。

・使える物は再利用して使う。
・詰め替えのできるものを選ぶ。

Ｒ
リ ュ ー ス

ＥＵＳＥ
使い終わった物を捨てないで、
もう一度使う使うこと

新聞・雑誌

段ボール

紙パック

布類

瓶

缶

ペットボトル

新聞紙・段ボール・絵本等に

段ボール・トイレットペーパーの芯等に

ティッシュペーパー・トイレットペーパー等に

古着として国内・国外へ

びん、道路や建物の材料に

かん、自動車・建物の材料に

ペットボトル、服、たまごパック、洗剤ボトル等に

（　 ）内は
Ｈ25年度
ごみ量

※人吉球磨クリーンプラザに資源ごみとして搬入されたペットボトル
は、「適切に再商品化すること」、「再商品化したあとの利用先を国内
の再商品化製品利用事業者に限ること」を条件に県内の社会福祉法人
知的障がい者授産施設に引き渡しています。

指定袋に入
れ、地域の
ゴミステー
ションに出
してクリー
ンプラザへ

各自で直接
クリーン
プラザへ

可燃ごみ
（751トン）

粗大ごみ
（4トン）

資源ごみ
（102トン）

不燃ごみ
（75トン）

焼却

最終処分場
に埋め立て

燃えない物は
最終処分場へ

燃える物は
焼却

鉄類は
再資源化
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の保健福
祉

ひろば

10月の小児科在宅当番医

５日㈰	 堤病院付属九日町診療所小児科
12日㈰	公立多良木病院小児科
13日㈷	人吉医療センター	小児科
19日㈰	たかはし小児科内科医院
26日㈰	やまむら医院

２２－２２５１
４２－２５６０
２２－２１９１
２４－２２２２
４５－０００５

〈受診時間/午前9時〜午後5時〉

※受診される場合は、医療機関へ連絡してください。

　
朝
晩
は
だ
い
ぶ
涼
し
く
な
り
、
過
ご
し

や
す
く
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。
季
節
の
変

わ
り
目
は
体
調
を
崩
し
や
す
い
の
で
、
風

邪
な
ど
ひ
か
な
い
よ
う
注
意
し
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。

　

８
月
の
活
動
で
は
、
水
遊
び
を
し
て
、

赤
ち
ゃ
ん
達
も
と
て
も
楽
し
ん
で
く
れ
ま

し
た
。

　
10
月
は
、
料
理
教
室
の
予
定
で
す
。

　
ぜ
ひ
お
友
達
を
誘
っ
て
、
気
軽
に
お
い

で
く
だ
さ
い
♪

【
問
合
せ
先
】

　
福
祉
係

　
完
全
予
約
制
年
金
相
談
会
を
、人
吉
市・

球
磨
郡
で
毎
週
３
回
開
催
。

　
年
金
の
専
門
家　
社
会
保
険
労
務
士
が

あ
な
た
の
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

■
開
催
日

○
人
吉
市
役
所

　
〈
月
曜
日
〉

　
　
６
日
・
20
日
・
27
日

　
〈
金
曜
日
〉

　
　
３
日
・
10
日
・
17
日
・
24
日
・
31
日

○
多
良
木
町
役
場

　
〈
水
曜
日
〉

　
　
１
日
・
15
日
・
29
日

○
錦
町
役
場

　
〈
水
曜
日
〉

　
　
８
日
・
22
日

【
問
合
せ
・
予
約
申
し
込
み
】

　
国
保
係
ま
た
は
八
代
年
金
事
務
所

　
予
約
担
当

　
（
☎
０
９
６
５

－

３
５

－

６
１
２
３
）

相
良
村
子
育
て
応
援
事
業

ち
ゃ
ち
ゃ
ク
ラ
ブ
だ
よ
り

年
金
相
談
会
の
開
催

　
　
　
　
　

  

〈
10
月
分
〉

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

障
が
い
認
定
に
つ
い
て

お問い合わせは　保健福祉課（直通）☎３５−１０３２
国保係　戸籍係　福祉係　保健係（ふれあいセンター内）

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
75
歳
以
上
の

人
が
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
65
歳
か
ら
74

歳
ま
で
の
人
で
、
一
定
の
障
が
い
が
あ
る

と
広
域
連
合
の
認
定
を
受
け
た
人
も
対
象

と
な
り
ま
す
。

◎
一
定
の
障
が
い
と
は･･･

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級
・
３

級
を
お
持
ち
の
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
４
級
を
お
持
ち
の

人
の
一
部
な
ど（
詳
し
く
は
係
ま
で

お
尋
ね
下
さ
い
）

●
65
歳
か
ら
75
歳
の
人
が
広
域
連
合
の
障

が
い
認
定
を
受
け
る
際
の
手
続
き
に
つ

い
て

　

申
請
受
付
は
役
場
で
行
い
ま
す
の

で
、
次
の
も
の
を
ご
持
参
の
う
え
、
手

続
き
を
し
て
下
さ
い
。
な
お
、
そ
れ
ま

で
に
加
入
さ
れ
て
い
た
保
険
は
、
脱
退

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

印
か
ん
、
本
人
確
認
証
明（
運
転
免

許
証
な
ど
）

障
が
い
の
程
度
が
確
認
で
き
る
書
類

（
障
害
者
手
帳
な
ど
）

※
一
定
の
障
が
い
に
該
当
す
る
人
の
加

入（
障
が
い
の
認
定
の
申
請
）は
任
意

で
す
。
障
が
い
の
認
定
は
、
い
つ
で

も
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
、
い
つ
で

も
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
過
去
に
遡
っ
て
撤
回
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
先
】

　
国
保
係

■日時／１０月１５日（水）　９：３０より受付
■場所／相良村ふれあいセンター
※準備の都合上、１０日（金）までにお知らせください。
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保健福祉のひろば

予防接種のおしらせ
◆風しん抗体検査及び風しん予防接種の助成事業
　赤ちゃんに先天性異常を起こす先天性風しん症候群を予防するため、平成２６年度限定で助成事業を行いま
す。対象者は次のとおりです。希望する方は、保健福祉課保健係までお問い合わせください。

◆平成２６年１０月から定期接種となる予防接種について
　平成２６年１０月１日から、今まで任意接種（希望者が自費で受けることのできる予防接種）だった水痘及び
成人の肺炎球菌予防接種が、定期予防接種になります。
　水痘・成人の肺炎球菌定期接種の対象者には、個別に通知を致します。ご不明な点がありましたら保健福祉
課保健係へお尋ね下さい。
１．水痘（水ぼうそう）予防接種
■対　象　者
①１歳から３歳に至るまでの方（１歳の誕生日の前日から３歳の誕生日の前日までの方）
②３歳に至った日の翌日から５歳に至るまでの方（３歳の誕生日当日から５歳の誕生日の前日までの方）
（②は平成２６年度限り）

■接 種 回 数　①１歳から３歳に至るまでの方は２回
　　　　　　②３歳に至った日の翌日から５歳に至るまでの方は１回

■受 付 期 間　９月２４日（水）〜平成２７年３月３１日（火）
■受 付 場 所　役場　保健福祉課　保健係（ふれあいセンター）
■実 施 期 間　１０月１日（水）〜平成２７年３月３１日（火）
■接 種 費 用　無料
■持ってくるもの　母子手帳
■そ　の　他　①水痘を発症したことがある方は、既に免疫があるので対象外となります。

②任意接種として既に水痘ワクチンを受けたことがある方は、既に接種した回数分の接種を
受けたものとみなされます。

２．成人の肺炎球菌予防接種
■対　象　者
①各年度６５歳、７０歳、７５歳、８０歳、８５歳、９０歳、９５歳、１００歳、１０１歳以上の方（１０１
歳以上の方については平成２６年度のみ）
②６０歳以上６５歳未満の方であって、心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能、またはヒト免疫不全ウイルスに
よる免疫の機能に障害を有する方

■接 種 回 数　１回
■受 付 期 間　９月２４日（水）〜１０月１７日（金）
■受 付 場 所　役場　保健福祉課　保健係（ふれあいセンター）
■実 施 期 間　１０月１日（水）〜平成２７年３月３１日（火）
■接 種 費 用　２, ７００円
■申込み方法　申請書郵送か電話、又は直接保健係へお申込み下さい。
■そ　の　他　①既に「ニューモバックスＮＰ（２３価肺炎球菌ポリサッカライドワクチン）」を接種したこと

がある方は、対象外となります。

【問合せ先】保健係

【風しん抗体検査】個人負担なし（熊本県事業）
■対象者　１　主として妊娠を希望する女性
　　　　　２　風しんの抗体価が低い妊婦の配偶者
　　　　　　　などの同居者
※次の人は対象者から除きます。
　・過去に風しん抗体検査を受けた方
　・風しんの予防接種歴がある方
　・検査で確定診断を受けた風しんの既往歴がある方

【風しん予防接種】費用の３分の１は、個人負担
１　風しん抗体検査で予防接種が必要と診断された方
２　過去の風しん抗体検査において、ＨＩ抗体価が
　　１６倍以下相当だった方のうち、妊娠を希望
　　する方
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国民年金はあなたの味方です！

保健福祉のひろば

　日本国内にお住まいの 20 歳以上 60 歳未満の方には、「国民年金に加入して保険料を納めること」が法律で義
務付けられています。「年金なんて…」と思われるかもしれませんが、国民年金は、老後だけでなく、“安心”
で “お得” な現役世代の強い味方です。

▶国民年金が “安心” な理由
国民年金は国が運営！
●国が責任をもって運営しているので、安心です。
●基礎年金支給額の２分の１は、国が負担しています。
　（未納のままですと、この国庫負担分も含めて受給できません。）

▶国民年金が “お得” な理由
■老後を支える終身保障です！
　老後の給付（老齢基礎年金）は、終身で受け取れる一生涯の保障です。

■万が一の時も保障されます！
　けがや病気などが原因で一定の障害が残ったときには「障害基礎年金」が、死亡したときには残された
家族に「遺族基礎年金」が支給されるなど、現役世代の保障も充実しています。

■社会保険料控除が受けられます！
　納めた保険料の全額が所得から控除されます。

■年金を受け取る条件が緩和されます！
　保険料を 40 年納めることが原則ですが、万が一、納めることができなかった場合でも、25 年あれば必要
な期間※1を満たすことができます。
　さらに、この期間が 10 年に短縮されます。〔平成 27 年 10 月施行予定※2〕
※1老後の年金を受け取るのに必要な期間（納付や免除等の期間）です。
※2税制抜本改革の施行時期（消費税 10％引上げ時期）にあわせて施行される予定です。

★納め方も選べて便利！
①金融機関、郵便局、コンビニの窓口、ATM での納付
　日本年金機構からお送りしている納付書を使って、各窓口で納める方法です。

②電子納付
　インターネットバンキング、モバイルバンキング、テレフォンバンキングで納める方法です。

③口座振替
　口座振替で納めると手間がかからず、納め忘れを防ぐことができます。

④クレジットカード納付
　クレジットカードにより定期的に納める方法です。
＊過去の納め忘れの保険料については、①または②の方法をご利用ください。

★保険料が割引されてお得！　まとめて前払い（前納）すると、保険料が割引されます

例）口座振替をご利用いただいた場合、　２年前納　⇒　２年で　14,800 円の割引
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１年前納　⇒　１年で 　3,840 円の割引　［平成 26 年度額］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊１カ月の国民年金保険料額　15,250 円（定額保険料）

【問合せ先】八代年金事務所　国民年金課（☎０９６５−３５−６１４３）

学校保健委員会だより
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学校保健委員会だより

　今年の夏は雨が多く、例年に比べると幾分か過ごし

やすかったように思えます。

（村民の皆さんがこの記事を読まれる頃はもうすっか

り秋の気配に包まれていることと思われますが、夏休

みが終わり子どもたちが二学期のスタートを切った時

分に私は筆をとっています。）

　相良南小学校では今までの夏休みにあっていたもの

がなくなりました。－夏休みのプール開放です。世論

の流れにのった苦渋の判断をした結果です。保護者の

監視体制下で万が一のことが発生した場合、子どもの

命が守れるか、その責任は誰がとる、その責任を負う

ことができるか ･･･ と、何かが起こった時の責任問題

を事前に想定した時、あまりにも大きすぎる『責任』

と子どもの命を考えてのことでした。親目線の事前の

想定に、時には子どもたちの活動範囲を狭めているの

も事実であると思いますが、命は何にも代えられない

尊いものですから、相良南小ＰＴＡの選択は致し方な

いものだったと思います。

　私たちが子どものころ川辺川で泳ぐのは普通のこと

でした。川の匂い、透明な水、川の中から見たキラキ

ラした太陽、流れのまま泳ぐ、潜る、上級生について

行き川の深さにビックリしたことも、そして、｢ おぼ

れる～ ｣ と思ったことも ･･･ 自然の中で、自然とこれ

は危険、こんなことしたら危ないということを遊びな

がら学んでいたと思いますが、今の子どもたちにはそ

んな“お試し”などないのです。私たち大人がお試し

をさせない程、守っているといいつつ、自然と身につ

く危機管理力（危険と感じる力）を奪っているのかもし

れません。

　そして、自然の中で遊ぶことによって自分の中に植

えつけられる、ふるさとへの想い ･･･

　多くの子どもたちが、一度は相良を離れる時代です。

離れてわかる、親の有難さとふるさとの良さ、そして、

友 ･･･。自然との戯れが少なくなった今の子どもたち

がふるさとをふと思う時、目の前にはどんな景色が広

がっているのでしょうか ･･･。清流川辺川の流れ、緑

を近くに感じる山々、晴れた青い空と広がる茶畑 ･･･

子どもたちが忘れない“ふるさと さがら”をどれだけ

みせられるか、私たち親の腕の見せ所ではないでしょ

うか。そして、きっと友との思い出の中にも“さがら”

の風景が彩りを添えてくれると信じています。

こどもたちの心に“さがら”の彩りを
相良南小　PTA会長　　永井　香代子

図
書
館
め
ぐ
り

相
良
村
中
央
公
民
館
図
書
コ
ー
ナ
ー
を

紹
介
し
ま
す
。

【
今
回
の
担
当
：
中
村
（
教
育
委
員
会
）】

第
三
回

　
ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？

　
相
良
村
の
小
・
中
学
校
に
は
、
図
書
館

が
あ
り
ま
す
。
児
童
生
徒
・
先
生
方
の
利

用
の
他
に
、
村
民
の
方
も
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
朝
夕
め
っ
き
り
涼
し
く
な
り
、
秋
の
気

配
が
次
第
に
濃
く
な
っ
て
き
た
今
日
こ
の

頃
で
す
。
食
欲
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、

芸
術
の
秋
な
ど
様
々
な
秋
の
楽
し
み
方
が

あ
り
ま
す
が
、
今
年
は
読
書
の
秋
な
ど
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
相
良
村
に
は
村
民
の
方
が
気
軽
に
利
用

で
き
る
「
相
良
村
中
央
公
民
館
図
書
コ
ー

ナ
ー
」
が
、総
合
体
育
館
２
階
に
あ
り
ま
す
。

　
貸
出
に
つ
い
て
は
別
記
の
と
お
り
で
す

が
、
総
合
体
育
館
が
開
館
し
て
い
る
間
は

図
書
コ
ー
ナ
ー
の
利
用
が
可
能
で
す
。

　
時
間
に
少
し
余
裕
の
あ
る
時
は
、
是
非

足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

◆
図
書
コ
ー
ナ
ー

　

８
月
に
村
内
学
校
の
図
書
司
書
の
先
生
や

村
内
在
住
の
元
学
校
図
書
司
書
の
方
々
に
お

願
い
し
、
図
書
コ
ー
ナ
ー
の
整
理
を
行
い
ま

し
た
。

　

す
っ
き
り
と
整
理
・
分
類
さ
れ
、
利
用
し

や
す
く
な
り
ま
し
た
。
コ
ー
ナ
ー
に
は
乳
幼

児
向
け
の
絵
本
か
ら
童
話
、
郷
土
資
料
、
教

養
、
名
作
ミ
ス
テ
リ
ー
、
日
本
文
学
、
外
国

文
学
と
幅
広
く
取
り
揃
え
て
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◦貸出・返却日・・月～金（土日祝祭日は休み）
　　　　　　　午前８時～午後５時
◦貸出期間・・・・・２週間、５冊まで

☆ご利用についてのお問い合わせは、
　教育委員会社会教育係
　（☎３５－１０３９）までお願いします。

◆次回は、「相良南小学校図書館」を紹介します。
〈図書館コーナー〉
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■
持
参
物

計
量
器（
質
量
計
等
）、
手
数

料（
１
台
あ
た
り
５
０
０
円
～

２
２
０
０
円
）

　

取
引
や
証
明
に
使
用
す
る
計
量

器
は
法
律
（
計
量
法
第
19
条
）
に

よ
り
２
年
に
１
回
の
定
期
検
査
を

受
け
る
よ
う
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
日
程
で

検
査
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
該
当

す
る
計
量
器
を
お
持
ち
の
方
は
受

検
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

■
検
査
対
象
計
量
器

・
商
店
等
で
商
品
の
売
買
に
使

用
す
る
は
か
り

・
病
院
、
薬
局
等
で
使
用
し
て

い
る
調
剤
用
の
は
か
り

・
学
校
、
病
院
、
保
育
園
等
で

使
用
し
て
い
る
体
重
測
定
用

の
は
か
り

・
農
協
、
漁
協
等
流
通
物
資
の

集
荷
、
出
荷
等
に
使
用
す
る

は
か
り

・
宅
配
な
ど
運
送
業
者
等
が
貨

物
の
運
賃
算
出
用
に
使
用
す

る
は
か
り

・
農
業
、
漁
業
等
の
生
産
者
が

生
産
物
等
の
売
買
に
使
用
す

る
は
か
り

※
以
前
に
届
け
出
さ
れ
て
い
る

方
に
つ
い
て
は
直
接
通
知
い

た
し
ま
す
。

■
問
合
せ

・
役
場
産
業
振
興
課

　

☎
３
５

−

１
０
３
４

・
一
般
社
団
法
人　

熊
本
県
計
量

協
会

　

☎
０
９
６

−

３
６
７

−

７
８
１
６

・
熊
本
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
計

量
検
定
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
９
６

−

３
６
９

−

２
１
５
１

■
行
政
相
談
と
は

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け

た
行
政
相
談
委
員
が
、
皆
さ
ん

か
ら
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

意
見
や
要
望
、
苦
情
、
行
政
の

手
続
き
に
関
す
る
相
談
等
を
受

け
付
け
、
そ
の
解
決
の
た
め
の

助
言
や
関
係
機
関
に
対
す
る
通

知
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
相
良
村
で
の
行
政
相
談
会

　

行
政
に
対
す
る
ご
意
見
、
苦

情
な
ど
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
相
談
は
、
無
料
で
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

・
日
時

　
　

10
月
21
日（
火
）

　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
ま
で

　

・
場
所

　
　

相
良
村
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

・
行
政
相
談
委
員

　
　

中
村
弘
美
さ
ん（
上
川
下
）

■
問
合
せ

　

役
場
総
務
課

　

☎
３
５

−

０
２
１
１

■
期
日　

10
月
２
日（
木
）

■
時
間

　

９
時
30
分
～
11
時
50
分

■
場
所

　

熊
本
県
立
球
磨
支
援
学
校

■
申
込
み
・
問
合
せ

　

熊
本
県
立
球
磨
支
援
学
校

　

☎
４
２

−

３
７
９
２

　

遊
び
場
の
開
放
や
各
種
販
売
、

ス
テ
ー
ジ
発
表
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
是

非
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
期
日　

10
月
26
日（
日
）

■
時
間

　

９
時
30
分
～
14
時
30
分

■
場
所

　

熊
本
県
立
球
磨
支
援
学
校

■
問
合
せ

　

熊
本
県
立
球
磨
支
援
学
校

　

☎
４
２

−

３
７
９
２

10
月
20
日
㈪
～
26
日
㈰
は

行
政
相
談
週
間
で
す

球
磨
支
援
学
校

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

く
ま
し
え
ん
祭
の
ご
案
内

おしらせ

計
量
器
の

定
期
検
査
に
つ
い
て

■日時・場所

検　　査　　日 検 査 受 付 時 間 検　　査　　場　　所

１０月６日（月）

１０：００～１１：３０ 田代生活改善センター

１３：３０～１６：００ 相良村ふれあいセンター（屋外）

　（１２時から１３時までは除きます）
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相
良
村
で
は
、
岡
本
陽
子
さ

ん（
松
葉
）が
相
談
員
で
す
。

☎
３
５

－

０
６
４
３（
自
宅
）

■
広
域
専
門
相
談
員
の
相
談
専
用

電
話
等

　

電
話
で
の
ご
相
談
が
困
難
な

方
に
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー

ル
で
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
連
絡
先
を
記
載
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

☎
０
９
６

−

３
３
３

−

２
２
４
４

　
（
平
日
９
時
～
17
時
）


０
９
６

−

３
８
３

−

１
７
３
９

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

tokuteisodan@
pref.

kum
am

oto.lg.jp

　

鳥
獣
を
追
い
払
う
た
め
の
動
物

駆
逐
用
煙
火（
連
続
発
射
式
）の
使

用
中
に
持
ち
手
付
近
が
破
裂
し
、

指
を
欠
損
す
る
な
ど
の
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
す
。原
則
、手
に
持
っ

て
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
や

む
を
得
ず
、
手
に
持
っ
て
使
用
す

る
場
合
は
、
専
用
の
手
持
ち
ホ
ル

ダ
ー
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

熊
本
県
で
は
、
平
成
24
年
４
月

１
日
「
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人

も
共
に
生
き
る
熊
本
づ
く
り
条

例
」
を
全
面
施
行
し
、
障
が
い
の

あ
る
人
が
、
障
が
い
の
な
い
人
と

同
じ
よ
う
に
日
常
生
活
を
送
り
、

障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
共

生
社
会（
共
に
生
き
る
熊
本
）の
実

現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

■
相
談
窓
口
に
つ
い
て

　
《
相
談
方
法
》

　
　

相
談
員
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
広
域
専
門
相
談
員

　

県
庁
障
が
い
者
支
援
課
内
に

４
名
配
置
し
て
い
ま
す
。
お
住

ま
い
の
市
区
町
村
ご
と
に
担
当

の
相
談
員
が
対
応
し
ま
す
。

（
平
日
の
９
時
か
ら
17
時
）

■
地
域
相
談
員

　

身
体
障
害
者
相
談
員
や
知
的

障
害
者
相
談
員
の
方
な
ど
に
委

託
し
、
地
域
の
身
近
な
相
談
員

と
し
て
対
応
し
ま
す
。
相
談
内

容
に
よ
っ
て
、
広
域
専
門
相
談

員
等
と
連
携
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

10
月
１
日
は
十
と
一『
土
』で

土
地
の
日
で
す
。
土
地
基
本
法
で

は
、土
地
に
つ
い
て
の
４
つ
の「
基

本
理
念
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

①
公
共
の
福
祉
が
優
先
し
ま
す

②
計
画
に
従
っ
た
適
正
な
利
用
が

大
切
で
す

③
投
機
的
な
土
地
取
引
は
い
け
ま

せ
ん

④
利
益
に
応
じ
た
適
切
な
負
担
が

求
め
ら
れ
ま
す

　

土
地
の
有
効
利
用
を
住
民
み
ん

な
で
考
え
ま
し
ょ
う
。

■
届
出
の
必
要
な
取
引

売
買
、
交
換
、
売
買
予
約
、
譲

渡
担
保
、
代
物
弁
済
等

■
届
出
の
必
要
な
土
地
の
面
積

　

・
都
市
計
画
区
域

　
　

市
街
化
区
域

　
　
　

２
，０
０
０
㎡ 

以
上

　
　

前
記
以
外
の
区
域

　
　
　

５
，０
０
０
㎡ 

以
上

　

・
都
市
計
画
区
域
外

　
　
　

１
０
，０
０
０
㎡ 

以
上

■
届
出
期
限

契
約（
予
約
を
含
む
）締
結
日
か

ら
２
週
間
以
内（
締
結
日
を
含

む
）

■
届
出
窓
口

土
地
の
所
在
す
る
市
町
村
の
国

土
利
用
計
画
法
担
当
課

■
問
合
せ

・
役
場
総
務
課

　

☎
３
５

−

０
２
１
１

・
熊
本
県
企
画
振
興
部
地
域
・
文

化
振
興
局
地
域
振
興
課

　

☎
０
９
６

−

３
３
３

−

２
１
８
１

　

球
磨
公
共
職
業
安
定
所（
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
球
磨
）で
は
、
ビ
ジ

ネ
ス
パ
ソ
コ
ン
・
簿
記
基
礎
科
の

受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
期
間

　

10
月
１
日（
水
）～
24
日（
金
）

■
対
象
者　

現
在
失
業
中
の
人

■
入
学
金
・
受
講
料

　

無
料

※
要
件
を
満
た
せ
ば
、
職
業
訓

練
給
付
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

■
問
合
せ

　

球
磨
公
共
職
業
安
定
所

　

☎
２
４

−

８
６
０
９

　

県
で
は
、「
く
ま
も
と
県
民
節

電
所
」
サ
イ
ト
を
活
用
し
て
、
皆

さ
ん
の
節
電
を
応
援
す
る
「
夏
の

節
電
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
中

で
す
。
昨
年
よ
り
も
節
電
さ
れ
た

ご
家
庭
の
中
か
ら
抽
選
で
、
50
組

に
県
産
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。
体
調
に
気
を
つ
け
な
が
ら
節

電
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
是

非
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
く
ま
も
と
県
民
節

電
所
で
検
索
！

■
問
合
せ

　

熊
本
県
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
課

　

☎
０
９
６

−

３
３
３

−

２
３
２
０

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

共
に
生
き
る
熊
本
づ
く
り

条
例
に
つ
い
て

「
動
物
追
い
払
い
花
火
」に

よ
る
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す

ご
存
じ
で
す
か
？

10
月
は
土
地
月
間

職
業
訓
練
の
受
講
生
募
集

熊
本
県
夏
の
節
電
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
大
募
集
！

一
定
面
積
以
上
の

土
地
取
引
に
は
、届
出
が

必
要
で
す

募
　集
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村長エッセー 「アナログテレビ」

　
９
月
の
14
日（
日
）と
15
日（
月
）は
村

内
各
地
区
の
敬
老
会
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
敬
老
の
日
は
、
兵
庫
県
の
小

さ
な
村
が
お
年
寄
り
の
豊
か
な
経
験
と

知
恵
を
活
か
さ
な
い
こ
と
に
は
村
づ
く

り
は
で
き
な
い
と
の
考
え
が
全
国
に
広

ま
り
、
昭
和
41
年
に
「
敬
老
の
日
」
に

な
っ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ

が
現
在
は「
単
に
お
年
寄
り
を
敬
う
日
」

み
た
い
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
と
し
て
「
村
づ
く
り

の
現
役
の
力（
ち
か
ら
）と
し
て
活
か
し

感
謝
す
る
日
」
と
し
て
原
点
に
戻
る
べ

き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
は
そ
う
い
う
思
い
で
村
長
に
な
っ

て
か
ら
各
地
区
敬
老
会
を
回
っ
て
お
り

ま
す
が
、
ど
う
し
て
も
18
か
所
の
会
場

で
日
程
も
集
中
し
時
間
も
ほ
ぼ
11
時
か

ら
２
時
間
の
勝
負
で
す
。
今
年
は
一
日

目
が
四
浦
か
ら
川
辺
方
面
、
二
日
目
が

柳
瀬
か
ら
深
水
方
面
へ
と
移
動
の
工
夫

を
し
ま
し
た
が
す
べ
て
を
回
わ
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年
、
行
け

な
か
っ
た
地
区
の
皆
様
に
は
ご
理
解
を

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
･･･

ち
な
み
に
、
敬
老
の
日
が
あ
る

の
は
世
界
中
で
日
本
だ
け
だ
そ
う
で
す
。

☆

　
敬
老
の
日
で
は
34
人
の
方
の
米
寿
の

お
祝
い
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
９

月
の
11
日（
木
）に
は
20
組
の
金
婚
夫
婦

表
彰
も
あ
り
ま
し
た
。
心
よ
り
お
祝
い

申
し
上
げ
、
こ
れ
か
ら
も
ご
健
康
で
長

生
き
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
私
自
身
も
88
歳
、
そ
し
て
結
婚
生

活
50
年
を
目
標
に
頑
張
ら
ね
ば
と
思
い

ま
す
！

☆

　
と
こ
ろ
で
、
我
が
家
の
貴
重
な
21
型

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
が
つ
い
に
壊
れ
ま
し

た
。
今
ど
き
ア
ナ

ロ
グ
テ
レ
ビ
と
思

わ
れ
る
で
し
ょ
う

が
、
息
子
が
５

歳
、
娘
が
２
歳
の

時
に
秋
葉
原
の
電
気
店
で
購
入
し
、
東

京
か
ら
私
た
ち
と
一
緒
に
引
っ
越
し
て

来
ま
し
た
。
２
０
１
１
年
に
デ
ジ
タ
ル

テ
レ
ビ
化
さ
れ
て
も
２
千
円
の
デ
ジ
タ

ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
買
っ
て
き
て
し
つ
こ

く
も
20
年
ほ
ど
見
て
き
た
も
の
で
す
。

　
そ
れ
が
先
日
の
落
雷
に
よ
っ
て
、
電

話
機
・
プ
リ
ン
タ
ー
・
告
知
端
末
な
ど

と
と
も
に
あ
っ
け
な
く
破
壊
さ
れ
ま
し

た
。
娘
の
友
達
が
来
た
時
に
は
す
ぐ
に

テ
レ
ビ
と
気
付
か
な
い
よ
う
な
シ
ロ
モ

ノ
で
、
私
の
友
人
か
ら
も
「
よ
う
我
慢

す
る
な
あ
～
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、

我
慢
じ
ゃ
な
く
て
使
え
る
も
の
を
単
に

も
っ
た
い
な
い
と
思
っ
て
使
っ
て
き
た

だ
け
で
し
て･･･
で
も
、
ま
さ
か
雷
に

や
ら
れ
る
と
は
と
て
も
残
念
で
す
。

☆

　
い
ろ
い
ろ
と
心
配
す
る
こ
と
は
誰
で

も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
に
か
で

き
る
こ
と
と
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
私
が
最
近
思
う
の
は
、
気

象
あ
る
い
は
環
境
が
大
き
く
変
わ
っ
て

き
た
こ
と
で
す
。
季
節
の
温
度
の
変
化

が
非
常
に
不
安
定
で
広
島
に
み
ら
れ
る

よ
う
な
局
部
的
な
豪
雨
・
雷
・
竜
巻
と

い
っ
た
も
の
か
ら
、
川
辺
川
に
棲
む
大

量
の
鵜（
う
）や
夜
に
な
っ
て
市
内
の
木

に
集
ま
る
お
び
た
だ
し
い
数
の
ム
ク
ド

リ
が
気
に
な
り
ま
す
。

　
ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ
と
の
よ
う
で

す
け
ど
、
も
と
も
と
は
人
間
が
環
境
を

い
じ
り
出
し
た
こ
と
が
原
因
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。地
域
的
に
も
防
災
や
治
水・

利
水
の
在
り
方
を
し
っ
か
り
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

☆

　

今
夏
は
日
照
不
足
等
に
よ
り
野
菜
が

非
常
に
高
く
な
っ
て
お
り
、コ
メ
の
作
柄

も
心
配
で
す
。こ
れ
か
ら
収
穫
期
に
向
け

て
天
気
が
安
定
す
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

相良村長

德 田  正 臣
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日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

●ノーテレビデー・
ノーゲームデー

◆乳幼児発達相談 ●暁保育園運動会

5 6 7 8 9 10 11
●家庭の日
●なつめ保育園
　運動会

◆母子健康手帳
　交付・両親学級
　（受付9:00～
　9:20 ふれあい

センター）
●総合体育館休館日

●就学時健診
　（午後１時～

　　南小学校）
　

◆児童相談所事後
指導

●収納窓口延長
　（税務課）
　午後７時まで

◆こころの健康
　相談（要予約）

●ノーテレビデー・
ノーゲームデー

12 13 14 15 16 17 18
●村民体育祭 ●体育の日 ◆６か月児育児学

級（H26.2月生）
　（相良村会場）

◆ちゃちゃくらぶ ◆3 ～４か月健診
（Ｈ26.6.6 ～

7.5生）
　（山江村会場）
●ノーテレビデー・

ノーゲームデー●総合体育館休館日

19 20 21 22 23 24 25
●四浦阿蘇神社
　秋季大祭

◆母子健康手帳
　交付・両親学級
　（受付9:00～9:20
　 ふれあいセンター）
●村民ゲートボール大会
　（8:30～相良村運動公園）
●総合体育館休館日

●収納窓口延長
　（税務課）
　午後７時まで

◆こころの健康
　相談（要予約）
●相良中学校
　合唱コンクール
　（13:35～
　相良中体育館）

●全国
　村長サミット
　（総合体育館）

●ノーテレビデー・
ノーゲームデー

26 27 28 29 30 31
●全国
　村長サミット
　（総合体育館）

◆発達相談・
　１才半児健診
　（Ｈ25.1月～

3月生）

●村民グラウンド
　ゴルフ（8:30～
　相良村運動公園）

◆乳幼児発達相談

●総合体育館休館日
●ノーテレビデー・

ノーゲームデー

★１０月は国民健康保険税第６期・村県民税第
３期の納付月です。納め忘れのないよう便利
な口座振替のご利用を！

★保育料は毎月納期限内に納めましょう！
　保育料の納期は毎月２５日です。（２５日が

土・日・祝祭日の場合は、翌日になります。）

10月の行事予定 変更になる場合もあります。 ◆保健福祉関係　●教育委員会ほか

☆毎週木曜日は「ノーテレビデー・ノーゲームデー」…
　テレビやゲームから離れ、生み出された時間を学習や読書、家族団らんなどの時間としましょう。

■日時　１０月１２日（日）　　
　　　　午前８時４０分　集合
　　　　午前９時００分　入場開始
　　　　午前９時４０分　競技開始

※雨天の場合は、中止。
※中止の連絡は、当日の午前６時～午前６時３０分

までに放送

■会場　相良村運動公園

■主な競技
メディシンボール・ムカデ競争・
大字別大綱引き・男女仲良く泣かせ玉・
村民総おどり（六調子音頭・相良音頭）

■問合せ先　相良村教育委員会　☎ 3 5−1 0 3 9

村民体育祭を
開催します

　平成２６年度村民体育祭を、村民の体力の向上と健
康増進や村民相互の親睦融和による明るい村づくりを
目的に、下記のとおり開催します。村民のみなさん、奮っ
てご参加ください。



〈問合せ先〉総務課35-0211

相良村の人口と世帯

世帯数　1,665世帯（＋２）
男　　　2,281人　（△１）
女　　　2,557人　（＋１）
計　　　4,838人　（　０）

（８月末現在）

※（　）内は、先月末との差です。
※外国人住民を含めた集計です。

香
典
返
し
〈
８
月
分
〉

相
良
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ

※
敬
称
略

村木/茶 村花/福寿草 村鳥/セキレイ

地
　
口
　
一
　
誠
（
上
　
園
）

服
　
部
　
ハ
ツ
ヨ
（
平
　
原
）

黒
　
木
　
英
一
郎
（
平
　
原
）

東
　
　
　
恭
　
子
（
新
　
村
）

放課後子ども教室　夏の思い出
　

放
課
後
の
小
学
生
の
見
守
り

の
場
で
あ
る
放
課
後
子
ど
も
教

室
と
し
て
、北
小
校
区
で
は
「
四

浦
ク
ラ
ブ
」、
南
小
校
区
で
は

「
サ
ガ
ラ
ッ
パ
放
課
後
ク
ラ
ブ
」

が
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
夏
休

み
中
も
楽
し
い
活
動
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

８
月
８
日（
金
）、
四
浦
ク

ラ
ブ
で
は
、
生
け
花
の
花
遊

び
「
遊
心
」
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

花
だ
け
で
な
く
、
エ
リ
ン
ギ
や

み
ょ
う
が
な
ど
の
野
菜
も
使

い
、
児
童
た
ち
の
自
由
な
遊
び

心
で
川
辺
川
の
風
景
を
表
現
し

ま
し
た
。

　

８
月
26
日（
火
）に
は
、
サ
ガ

ラ
ッ
パ
放
課
後
ク
ラ
ブ
で
流
し

そ
う
め
ん
を
し
ま
し
た
。
児
童

た
ち
は
、
流
れ
る
そ
う
め
ん
を

夢
中
で
す
く
い
、
お
い
し
そ
う

に
食
べ
て
い
ま
し
た
。
ウ
ズ
ラ

の
卵
や
ウ
イ
ン
ナ
ー
、
最
後
に

は
デ
ザ
ー
ト
の
果
物
も
流
さ

れ
、
お
な
か
一
杯
流
し
そ
う
め

ん
を
楽
し
み
ま
し
た
。

野
菜
が
か
わ
い
ら
し
い
釣
り
人
や
お
魚
に
！

流
れ
る
そ
う
め
ん
を
上
手
に
キ
ャ
ッ
チ
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　今年、金婚式を迎えられた２０組のご夫婦です。
結婚５０周年おめでとうございます。これからも
お体に気を付けて、お二人仲良く人生を歩まれて
ください。

【
今
月
の
表
紙
】

子どもさん（赤ちゃん）のご応募をお待ちしています。お誕生日の記念にいかがですか？

イチバンちゃん募集中！！

わがやのイチバン

久
く

保
ぼ

山
や ま

　結
ゆ う

菜
な

 ちゃん

（中央区）

生年月日：平成２５年１１月５日
お父さん：善文さん
お母さん：優子さん

お母さんからのメッセージ

「すくすく元気に育ってね！」


